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令和３年度  てるしの塾開講式

令和３年（２０２１年） 

５月１９日（水） 

 

令
和
三
年
四
月
七
日
（
水
）、
伊
平
屋
村
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
に
て
、
小
学
六
年
生
の
児
童
・
中
学
生
・
保
護
者
・
教
職
員
が
参
加

の
も
と
、「
て
る
し
の
塾
」
開
講
式
が
挙
行
さ
れ
た
。 

「
て
る
し
の
塾
」
の
趣
旨
説
明
で
、「
将
来
の
夢
の
実
現
や
子
供
た
ち
の

を
支
援
し
、
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
」
や
基
本
方
針
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
江
邦
子
村
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
、
島

発
ち
教
育
の
重
要
性
を
村
出
身
の
高
校
生
の
追
跡
調
査
の
結
果
を
も
と
に

講
話
が
行
わ
れ
た
。 

「
て
る
し
の
塾
」
は
、
村
民
の
子
供
た
ち
の
成
長
を
願
う
想
い
と
「
島

発
ち
」
に
向
け
た
学
習
塾
で
あ
る
。
児
童
・
生
徒
は
村
民
の
想
い
に
感
謝

し
、
自
分
の
将
来
の
目
標
（
夢
）
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
を
し
て
欲
し

い
。 「

島
発
ち
」
を
見
す
え
た
学
び 
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令
和
三
年
四
月
十
三
日
（
火
）
伊
平
屋
村
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、

講
師
に
前
教
育
長
の
東
恩
納
吉
一
氏
を
招
き
、
三
校
合
同
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
講
話
で

は
、
前
半
は
講
師
の
幼
小
時
代
か
ら
教
員
時
代
の
豊
か
な
経
験
か
ら
の
学
び
や
人
生
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
人
と
の
出
会
い
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
で
語
り
か
け
た
。
後
半
は
、

学
校
経
営
の
あ
り
方
や
教
職
員
と
し
て
の
姿
勢
（
意
識
）
に
つ
い
て
、
熱
く
語
っ
て
頂

き
、
多
く
の
教
職
員
に
と
っ
て
学
び
多
い
研
修
と
な
っ
た
。
講
話
の
中
で
、
「
知
恵
を
出

せ
、
知
恵
を
出
せ
な
い
人
は
汗
を
か
け
、
知
恵
も
汗
も
か
け
な
い
人
は
去
る
の
み
」
と
前

教
育
長
ら
し
い
言
葉
も
披
露
し
た
。 

 
 

研修会の感想から 

・
幼
少
期
か
ら
教
員
時
代
の
体
験
を
聞
い
て
、「
経
験
は
人
を
強
く
す
る
」
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ぶ
れ
な
い
信
念
、
厳
し
さ
、
愛
情
、
優
し

さ
も
す
べ
て
経
験
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

離
島
で
あ
る
本
村
の
子
供
た
ち
の
活
動
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
離
島
だ
か
ら
、
小
規
模
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
私
た
ち
大
人
が
意

識
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
子
供
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。 

 

文責 

伊平屋村 

教育委員会 

松田 哲市 

第２号 

   「 てるしの塾」のルール  

 

１ 持ち物（テキスト・ノート・筆記用

具）を忘れません。 

２ 制服をきちんと着用して出席します。 

３ 授業に必要ない物を持ってきません。 

  （スマホやタブレットなど） 

４ 姿勢を正して授業を受けます。 

５ 授業中は集中して取り組みます。 

６ 委員会（施設）の物を勝手に使いませ

ん。 

７ 飲食は塾が始まる前に済ませ、水やお

茶のみを休み時間で補給します。 

  ※飲み物は、教室に持ちまず、指定の

場所（廊下テーブル）に置き、ゴミは

持ち帰ること。 

８ 他人に迷惑をかけません。 

９ 塾修了後は、安全面に気をつけ、寄り

道せずに帰宅します。 

  ※自転車の安全な乗り方を心掛ける。 

１０ 欠席する場合や遅刻、早退する場合

は事前に連絡をします。 

１１ 塾参加時は、マスク着用とこまめに 

   手指の消毒を徹底します。 

   ※予備マスクをカバンに入れておく

こと。 

※上記のルールを塾に参加する児童・生徒

と確認しています。家庭でも常に繰り返し

確認をお願いします。また、塾の授業参観

も是非､宜しくお願いします。 

東恩納吉一 氏 


